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お薬から訪問介護、デイサービスまでお任せを

訪問介護、福祉用具貸与、デイサービス寺小屋チャオ、ひとみ薬局

広
島

、
呉

、
安
芸
高
田
市
な
ど
で
市
民
と
交
流

バ
ラ
の
女
王
・
イ
ヴ

ァ
ノ
ヴ

ァ
さ
ん
と

日
本
弁
論
大
会
優
勝
者
・
エ
レ
ナ
さ
ん

協会が招待

原爆資料館を見学した後、慰霊碑に献花

　ひろしま・ブルガリア協会（会長・海生

直人＝広島修道大学教授）は、５月1

日（月）から同15日（月）までブルガリア

からバラの女王・イヴァノヴァさんと日

本語弁論大会優勝者・エミリアさんを

広島に招待し、広島原爆資料館の見

学、慰霊碑の献花、ひろしまFFへの参

加、県知事・広島市長の表敬訪問、広

島大学・広島修道大学など4大学と市

立・五日市高校の訪問、呉・安芸高田

市などでの交流などを展開した。

れ
が

、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
願
い

、
来

館
者
記
帳
簿
に
記
帳
し
た

。

藤
田
知
事
や
秋
葉
広

島
市
長
を
表
敬
訪
問

秋葉広島市長を表敬訪問したイヴァノヴァさん

（有）ヤマオコーポレーション

広島市南区翠　０８２－２５０－９８０５

理
事
･
事
務
局
次
長

、
児

玉
浩

、
渡
辺
好
造

、
本
多

み
と
り

、
木
村
一
江
の
各

理
事

、
久
繁
礼
子
幹
事
ら

と
と
も
に

、
広
島
市
役
所

に
秋
葉
忠
利
市
長
を

、
広

島
県
庁
に
藤
田
雄
山
県
知

事
を
表
敬
訪
問
し
た

。

　
同
市
長
と
同
知
事
は

、

遠
く
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
訪

れ
た
2
人
と

、
広
島
招
待

の
経
緯
や
同
国
の
特
産

品

、
世
界
遺
産
な
ど
に
つ

い
て
和
気
合
い
あ
い
と
懇

談
し

、
そ
れ
ぞ
れ
が
広
島

特
産
・
熊
野
の

「
化
粧
刷

毛

」
な
ど
を
贈

っ
た

。

　
席
上

、
イ
ヴ

ェ
ノ
ヴ
ァ

さ
ん
と
エ
ミ
リ
ア
さ
ん
か

ら

、
同
市
長
宛
と
同
県
知

事
宛
の
ア
ル
ゲ
ン
・
マ
ー

リ
ン
副
大
統
領
と
カ
ザ
ン

ラ

ッ
ク
市
の
ス
テ
フ
ァ

ン
・
ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市
長
か

ら
の
親
書
や
ロ
ー

ズ
オ
イ

ル
の
入

っ
た
木
の
人
形
を

手
渡
し
た

。

 
翌
2
日

（
火

）
、
2

人
は
午
前
中
に

、
広
島

平
和
記
念
資
料
館

(

原

爆
資
料
館

)

を
前
田
耕

一
郎
館
長
の
案
内
で
見

学

、
一
瞬
の
う
ち
に
廃

墟
と
化
し
た
広
島
の
町

の
模
型
な
ど
を
見
て
核

兵
器
の
脅
威
と
残
虐
性

核
兵
器
廃
絶
と
世
界

平
和
を
願

っ
て
記
帳

　
次
い
で

、
原
爆
慰
霊
碑

に
献
花
し
て

、
被
爆
死
者

の
冥
福
を
祈

っ
た

。

　
午
後
か
ら
は

、
と
協
会
の

浅
野
洋
二
顧
問
や
藤
田
副
代

表
理
事

、
今
村
常
任
理
事
・

事
務
局
長

、
樋
口
英
子
会
計 藤田県知事を表敬訪問したエミリアさん

・
常
任
理
事
・
事
務
局

長

、
渡
辺
好
造
理
事
ら

が
出
迎
え
歓
迎
し
た

。

直
ち
に
広
島
市
内
の
高

層
ホ
テ
ル
に
移
動
し

、

夕
食
を
し
な
が
ら
今
後

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
話

し
合

っ
た

。

、
悲
惨

さ
な
ど

を
初
め

て
深
く

認
識
識

し

、
そ

れ
ぞ
れ

マ
ー
リ
ン
副
大
統
領
か

ら
知
事

、
市
長
に
親
書

　
バ
ラ
の
女
王
・
イ
ヴ
ァ
ノ

ヴ
ァ
さ
ん
と
日
本
語
弁
論
大

会
優
勝
者
・
エ
ミ
リ
ア
さ
ん

は
5
月
1
日

（
月

）
午
後
7

時
に

、
東
京
・
成
田
空
港
か

ら
広
島
空
港
に
到
着

。
同
空

港
で
は

、
当
協
会
の
藤
田
洋

三
・
副
代
表
理
事

、
今
村
功

薬剤師募集中
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バラの女王と日本語弁論大会優勝者を みんなで歓迎

広島とブルガリアの友情をさらに深 く

記帳簿に署名する左からイヴァノヴァ、エミリア、クルモアさん

５．２　原爆資料館（広島平和記念資料館）で

原爆資料館の入館前に前田館長と記念撮影

前
田
館
長
の
案
内

で
資
料
館
を
見
学

　
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ァ
さ
ん
と
エ

ミ
リ
ア
さ
ん
は

、
5
月

2
日

（
火

）
は
午
前
中

、
ま

ず
協
会
の
役
員
ら
と
と
も

に

、
原
爆
資
料
館

（
広
島
平

和
記
念
資
料
館

）
を
見
学

し

、
ヒ
ロ
シ
マ
の
歴
史
を
確

認
し
た

。

　
案
内
は
前
田
館
長
が

、
通

訳
は
福
山
大
学
に
留
学
中
の

ク
ル
モ
ア
・
ツ
ヴ

ェ
テ
リ
ナ

さ
ん
が
引
き
受
け
て
く
れ

、

ス
ム
ー

ズ
に
館
内
を
見
学
で

き
た

。

原爆の炸裂（赤球）直後の広島の被害状況を表す模型前で

前田館長の説明に真剣に耳を傾けるイヴァノヴァさんら

原爆慰霊碑に献花し、冥福祈る

広島平和文化センターの齋藤理事長を表敬訪問

　原爆資料館を見学した後、イ

ヴァノヴァさんら一行は原爆慰

霊碑に献花し、原爆死没者の

冥福と、核兵器の廃絶・世界の

恒久平和実現を深く祈った。

　テレビインタビューを受けた後、（財）広
島平和文化センターの齋藤忠臣理事長を
表敬訪問し しばし和やかに懇談した

　
テ
レ
ビ
取
材
に
答

え
る
女
王
の
イ
ヴ
ァ

ノ
ヴ
ァ
さ
ん

（
左

）

と
エ
ミ
リ
ア
さ
ん
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バ
ラ
の
女
王
ら
は
午
後
か
ら

、
広

島
市
に
秋
葉
市
長
を
表
敬
訪
問
し

た

。
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ァ
さ
ん
は

、
マ
ー

リ
ン
副
大
統
領
か
ら
の
親
書
と
ロ
ー

ズ
オ
イ
ル
が
入

っ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
人

形
を

、
エ
ミ
リ
ア
さ
ん
か
ら
は
カ
ザ

ン
ラ

ッ
ク
市
の
ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市
長
か

ら
の
親
書
と
バ
ラ
の
花
を
模

っ
た

ロ
ー

ズ
ロ
ー

ソ
ク
を
手
渡
し
た

。

　
こ
れ
に
対
し

、
秋
葉
市
長
は
広
島

特
産
で
世
界
に
名
が
知
れ
て
い
る
熊

野
の

「
化
粧
刷
毛

」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し

、
ひ
ろ
し
ま
F
F
へ
参
加
に
感
謝

す
る
と
と
も
に

、
今
後
の
友
好
促
進

を
期
待
し
た

。

５．２　秋葉広島市長を表敬訪問

５．２　藤田広島県知事を表敬訪問

　
平
和
公
園

を
後
に
し
た

一
行
は

、
リ

リーガロイヤルホテルで昼食会

　
次
い
で

、
一
行
は

、
広
島
県
庁

に
藤
田
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し

、

し
ば
し
和
や
か
に
懇
談
し
た

。

　
知
事
応
接
室
で

、
2
人
は
同
副

大
統
領
と
同
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
長

の
親
書
と
お
土
産
を
知
事
に
手
渡

し
た

。
同
知
事
か
ら
は

、
2
人
に

お
土
産
と
し
て
赤
い
紙
袋
に
入
れ

た
広
島
県
の
特
産
品
を
贈
り

、
副

大
統
領
と
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
長
に

今
後
と
も
友
好
推
進
を
宜
し
く
と

伝
言
を
頼
ん
だ

。

　
な
お

、
知
事
表
敬
に
は

、
市
長

を
表
敬
し
た
一
行
と
浅
野
顧
問

、

児
玉
理
事

（
以
上

、
県
議

）
も
同

席
し
た

。

食
が
細
か

っ
た
が

、
こ

の
日
の
肉
料
理
に
は

、

フ
ォ
ー

ク
が
進
ん
で
い

た
の
で

、
協
会
の
役
員

一
同
は
ホ

ッ
と
胸
を
な

で
お
ろ
し
た

。

ー

ガ
ロ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
の
1

階
で

「
味
自

慢

」
シ
リ
ー

ズ
の
料
理
で

昼
食
懇
談
会

を
し
た

。

　
広
島
に
到

着
し
て
以

来

、
イ
ヴ
ァ

ノ
ヴ
ァ
さ
ん

は
長
旅
の
疲

れ
の
た
め
か

広島とブルガリアのさらなる友好交流を目指して

マーリン副大統領とダミャノフ・カザンラック市長の親書を携えて来広

広島県庁舎
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お気軽にご予約ください。全車無線対応

中国タクシー株式会社

5.2　ひろしまフラワーフェスティバル前夜祭

各界の関係者と交流し、ブルガリアをアピール

バラの女王・イヴァノヴァさんと日本語弁論大会優勝者・エミリアさん

中国新聞社の山本副社長と

秋葉市長ご夫妻と

ステージで司会者からインタビューを受ける

中国新聞社の山本社主と

　
ひ
ろ
し
ま
F
F
の
前
夜

祭
が

、
5
月
2
日
の
午
後

6
時
か
ら

、
広
島
市
中
区

の
全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た

。
こ
れ
に
は

、
バ

ラ
の
女
王
と
日
本
弁
論
大

会
優
秀
者
と
協
会
か
ら
藤

田
副
代
表
理
事

、
今
村
常

任
理
事
・
事
務
局
長

、
本

多

、
木
村
両
理
事

、
久
繁

　
参
加
者
の
中

に
は

、
秋
葉
市

長
を
は
じ
め

、

中
国
新
聞
社
の

山
本
治
朗
社
主

や
山
本
一
隆
代

表
取
締
役
副
社

長

、
冨
沢
佐
一

事
業
出
版
セ
ン

タ
ー

長

、
広
島

市
の
原
田
康
夫

病
院
管
理
者

（
元
広
島
大
学

長

）
、
広
島
市

立
大
学
の
浅
井

尚
紀
学
長

、
ひ

ろ
で
ん
中
国
新

聞
社
旅
行
の
松

江
洋
副
社
長

、

日
本
航
空
の
俊

野
良
治
広
島
支

店
長
ら
の
姿
が

見
え

、
協
会
役

員
ら
は
女
王
と

日
本
語
弁
論
大

会
優
勝
者
と
と

も
に
挨
拶
を
し

歓
談
し
た

。

広島市立大学の浅田学長と 広島市の原田病院管理者と

ひ
ろ
で
ん
中
国
新
聞
旅

行
社
の
松
江
副
社
長

（
右

）
と
日
本
航
空
の

俊
野
広
島
支
店
長
と

中国新聞社の冨沢事業出版セター長と

℡　０１２０－８８７０４０

携 帯 か ら で も Ｏ Ｋ

予約受付　早朝4時～深夜24時

協会役員
会       　長：海生　直人・広島修道大学教授　　　　　 代表理事：佐々木　典明・㈱中国放送顧問
副代表理事：藤田 洋三・日本ブレスト総務部長        常任理事・事務局長：今村　功・ＨＩＥＳ代表

幹
事
・
協
会
ニ

ュ
ー

ス
編
集
室
員
ら
が
参

加
し

、
各
界
か
ら
参

加
し
た
関
係
者
と
親

し
く
交
流
し
た

。

ひ

ろ

し

ま

Ｆ

Ｆ

で

パ

レ

ー

ド

　FFオープニングで藤田県
知事から花束を受け取った
後、花車に乗ってパレード
し、笑顔を振りまいた

　
翌
５
月
３
日
に
は

、
ひ

ろ
し
ま
F
F
の
オ
ー

プ
ニ

ン
グ
に
参
加
し

、
全
国
か

ら
集
ま

っ
た
日
本
の
国
民

に

、
ブ
ル
ガ
リ
か
ら
の
来

賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

た

。

　
次
い
で

、
福
山
を
は
じ

め
日
本
各
地
か
ら
参
加
し

た
花
の
女
王
ら
と
と
も
に

花
車
に
乗
り

、
平
和
大
通

り
を
華
々
し
く
パ
レ
ー

ド

し
た

。

　
平
和
大
通
り
に
は
両
側

に
屋
台
が
並
び

、
全
国
か

ら
数
十
万
人
が
駆
け
つ
け

る
中

、
ば
ら
の
女
王
と
日

本
語
弁
論
大
会
優
勝
者
の

２
人
は

、
手
を
振
り
な
が

ら
笑
顔
を
振
り
ま
き

、
東

欧
の
国
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
を

ア
ピ
ー

ル

。
平
和
の
民
間

大
使
と
し
て
の
役
割
を
果

し
て
い
た

。


